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尾瀬国立公園（群馬県側）および
片品村におけるゼロカーボンパーク登録までの経緯

近年、地球温暖化により世界では異常気象や災害が起こり私たちの生活に大きな影響を与えています。
その要因は二酸化炭素などの、温室効果ガス排出量が増加したことによるとされています。
片品村では、尾瀬国立公園をはじめとした自然豊かな環境を将来に引き継ぎ、持続可能な社会を実現する
ため2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指し、ゼロカーボンシティ「片品村5つのゼロ宣言2050」を
令和4年2月22日付けで表明いたしました

また、尾瀬国立公園は、『ゴミ持ち
帰り運動』を始めとした自然保護の活
動を地域が一帯となって長年取り組
んでいることから、日本の自然保護
運動の原点とも呼ばれております。
これらの取り組みや地域として脱
炭素化にも力を入れていることを評
価していただき、尾瀬国立公園の群
馬県側にあたる『尾瀬かたしなエリ
ア』が、令和4年4月22日にゼロカー
ボンパークとして登録されました。
※群馬県内では初、全国でも7番目
の登録。

●お知らせ
尾瀬かたしなゼロカーボンパークのSNSを開設いたしました。実行委員会の活動の様子や開催予定の
イベント情報等を発信していく予定ですので、ぜひフォローをお願いいたします。

≫尾瀬かたしなゼロカーボンパーク（実行委員会）インスタグラム
https://www.instagram.com/oze_katashina.2022/

≫『ゼロカーボンフォーラム』動画はこちらからどうぞ！
https://youtu.be/lkjDj62TjaE

尾瀬かたしなゼロカーボンパーク実行委員会の取り組み

ゼロカーボンパーク登録後、その実現に向け尾瀬国立公園群馬県側の土地所有者であり、管理者でもある
東京電力グループ各社をはじめ、国や群馬県・村内外の民間事業者や関係団体などの多くの皆様方にご協力
いただき、実行委員会を立ち上げました。
令和４年度は、組織づくり・計画づくりに力を入れ、令和５年度より、当委員会で作成したアクションプ

ラン及び重点実施事項を達成すべく活動を開始いたしました。

【主なアクションプラン及び重点実施事項(2023年の主な取組)】

他にもこれからの取り組みとして、フードロス削減推進によるコンポスト（生ゴミの堆肥化）の活用や公共
施設への再生エネルギー施設導入なども検討しております。
今後も脱炭素化へ向けた様々な取り組みを実施するとともに、片品村民のみなさまをはじめ、村外の関係

する皆さまにも関わっていただけるようにしていきたいと考えておりますので、ゼロカーボンパークの実現
に向け、ぜひご協力をよろしくお願い申し上げます。

尾瀬国立公園群馬県側の玄関口にあたる鳩待峠に
ある鳩待山荘リニューアル
実施主体／東京パワーテクノロジー株式会社
省エネ・省CO2の実現 ※着工中。2025年オープン

尾瀬国立公園内　鳩待峠～笠ヶ岳における登山道
整備および講習会の実施
実施主体／環境省
植生復元による自然保護・登山道の整備

道の駅へEV充電器の導入
実施主体／片品村
EV自動車の利用促進によるCO２排出量の減少

【尾瀬の日】を記念したゼロカーボンフォーラムの
開催
実施主体／当実行委員会共同事務局
ゼロカーボンパークの実現に向けた普及活動

Instagram YouTube

尾瀬かたしな
ゼロカーボンパークの
取り組み
尾瀬かたしなゼロカーボンパーク実行委員会　共同事務局
※執筆 : 片品村役場　むらづくり観光課　鏑木陽介
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『今夏の山岳遭難、過去最多』（2023年９月13日

朝日新聞）

こんな見出しで2023年夏山期間（7〜8月）の山

岳遭難統計が報道されました。7・8月のわずか2ヶ

月間で738件の遭難事故が発生し、遭難者は809人、

うち死者・行方不明者は61人（7.5%）、負傷者351

人（43.4%）、無事救出者397人（49.1%）。これは、

発生件数・遭難者数が過去最多という数値で、前年

と比べると11%の増加でした。この数値を見たと

きに「尾瀬の救助事案や負傷者件数」の変化が気に

なるところです。

尾瀬国立公園内にはビジターセンター（以下VC）

が二つあります。尾瀬ヶ原にある尾瀬山の鼻VCと

尾瀬沼にある尾瀬沼VCです。2022年と2023年に

VCで対応した傷病事故件数をみてみると、総件数

は2022年、2023年ともに37件。うち、7月・8月

の2ヶ月間に限ってみると、2022年は山の鼻VC8

件、尾瀬沼VC3件でした。同じく2023年は、山

の鼻VC7件、尾瀬沼VC3件でした。近年は、尾瀬

地区に携帯電話会社の通信エリアが拡大されたこ

とで、VCを介さない傷病事故も増加しています。

尾瀬における山岳遭難と
その対応の現状　　　尾瀬山の鼻ビジターセンター　令和5年度副所長　新保正利

群馬県防災ヘリコプター『はるな』

上空のヘリに手信号で指示する隊員

ホバリングして救助する
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119番通報や110番通報が直接傷病者もしくは同行

者から可能となったからです。

傷病内容は、毎年「木道で転倒によるケガ」が

90%以上を占め、多くが応急処置を必要とします。

傷病者の対応は、エリア外への自力下山、救助事案

による搬送、防災ヘリコプター（県警ヘリ）による

空路での医療機関への搬送、消防隊員・山岳警備隊

員（警察）による徒手搬送、VC職員や山ノ鼻地区救

助体制による救助部隊への引き渡しなど、多岐にわ

たります。

尾瀬山ノ鼻地区はヘリコプターの離発着地が確保

できないことから、着陸が必要となるドクターヘリ

での搬送はできません。群馬県防災ヘリコプター『は

るな』を主軸として、各県の防災ヘリ、警察機関の

ヘリなど、ホバリングしながらピックアップ救助法

による救出方法が主な空路救助搬送方法です。前職

の消防署での職務経験と、山の鼻VCに3シーズン

勤務した経験から、地上救助員とのランデブーポイ

ント（※地上救助員とドクターヘリが合流する場所）

の必要性を感じています。

VC＝救護所と考え、ケガや体調不良でVCを頼る

ハイカーが多いのも事実です。VC職員は、毎年救

命講習を受講して入山しますが、VCでできるのは

一次救命の中でも限られた応急処置です。また、山

の鼻VCでは自主的に衛生用品の使用方法や止血法・

被覆・固定・搬送方法、三角巾や副木の作成要領な

どの職員研修を実施しています。そして、「知識・

対応力をつけることは自己を守ること」を意識し、

傷病者対応時の感染防止にも配慮しています。限ら

れた設備・医療用品を最大限駆使しながら、少しで

も「みんなの尾瀬をみんなで守りみんなで楽しむ」

＋尾瀬が安心・安全と思ってもらえるよう対応して

いきたいと思います。

尾瀬は山岳地帯です。ぜひ、ハイカーの皆さんご

自身も服装・装備など、自分で自分を守るご準備を

し入山いただき、安全に尾瀬を楽しんでいただけれ

ばと思います。

防災ヘリを待つ傷病者

木道搬送用担架

見本園にてホバリング中
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１

新
し
い
登
山
道
整
備
の
考
え
方
「
近
自
然
工
法
」

10
月
16
日
は
、
登
山
道
関
係
者
向
け
の
座
学
と
２
０
２
２
年
整
備
区
間
の
確
認
を
行
い
、

19
日
は
、
ガ
イ
ド
の
方
々
と
登
山
道
整
備
を
体
験
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
全
国
各
地
で
「
近

自
然
工
法
」
に
よ
る
登
山
道
整
備
や
生
態
系
保
全
（
復
元
）
を
考
え
た
山
岳
管
理
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
一
般
社
団
法
人
大
雪
山
・
山
守
隊
の
代
表
理
事
・
岡
崎
哲
三
氏
で
し
た
。

岡
崎
氏
の
活
躍
は
ネ
ッ
ト
で
拝
見
し
て
お
り
、
私
も
い
つ
か
直
接
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
近
自
然
工
法
」
と
は
、「
生
態
系
の
底
辺
が
住
め
る
環
境

を
復
元
さ
せ
れ
ば
、
お
の
ず
と
生
態
系
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
出
来
上
が
る
（
大
雪
山
・
山
守
隊

Ｈ
Ｐ
）」
と
い
う
発
想
で
、
自
然
界
の
構
造
を
施
工
に
取
り
入
れ
、
生
態
系
を
復
元
さ
せ
る

方
法
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
来
の
登
山
者
の
歩
き
易
さ
を
第
一
に
考
え
た
整
備
と
は
、
根
本

的
な
考
え
方
が
異
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
岡
崎
氏
の
講
義
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
自
然
生
態
系
の
回
復
を
考
え
れ

ば
、
誰
よ
り
も
登
山
者
の
歩
き
易
い
道
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。」
と
い
う
お
話
で
し
た
。

自
然
生
態
系
の
回
復
に
は
、
登
山
者
に
歩
き
易
い
道
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

私
た
ち
登
山
者
も
登
山
道
荒
廃
の
（
実
は
大
き
な
）
要
因
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
反
映
し
て

い
ま
す
。
登
山
道
の
生
ま
れ
方
は
様
々
で
す
が
、
基
本
的
に
登
山
道
は
、
雪
解
け
水
や
雨
水
、

土
壌
の
凍
結
と
い
っ
た
自
然
的
要
因
に
よ
っ
て
荒
廃
（
土
壌
流
出
な
ど
）
が
進
み
、
そ
こ
に

登
山
者
に
よ
る
踏
圧
な
ど
の
人
為
的
要
因
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
荒
廃
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
な
お
、
荒
廃
の
原
因
に
は
登
山
道
の
整
備
不
足
も
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
登
山
者
が

故
意
に
荒
廃
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
登
山
者
の
利
用
が
悪
い
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
１
）。

２

２
０
２
２
年
度
整
備
区
間
の
確
認

10
月
16
日
、
昨
年
度
整
備
さ
れ
た
区
間
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。
現
場
で
見
せ
て
い
た
だ

い
た
昨
年
度
の
写
真
（
泥
濘
、
植
物
な
し
）
か
ら
明
ら
か
に
回
復
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
僅
か

1
年
で
植
生
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、
参
加
者
一
同
、
思
っ
て
い
た
以
上

「笠ヶ岳登山道整備事業」
参加レポート　　企画課 主任　宇野 翔太郎
2023（令和5）年10月16日（月）と19日（木）、尾瀬ガイド協会が環境省グリーンワーカー事業を活用して実施した
「笠ヶ岳登山道整備事業」に参加しました。本項では、当日の様子をご紹介しながら、私たちが自然や山を楽しむ上で欠
かせない「登山道」の整備についてご紹介したいと思います。
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の
成
果
が
見
ら
れ
て
驚
い
て
い
ま
し
た
（
写
真
2
）。
そ
の
他
、
倒
木
を
活
用
し
た
木
道
や

泥
濘
対
策
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
（
写
真
3
）。

３

登
山
道
整
備
体
験

10
月
19
日
、
近
自
然
工
法
に
よ
る
登
山
道
整
備
を
体
験
し
ま
し
た
。
整
備
区
間
は
、
鳩
待

峠
か
ら
至
仏
山
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
「
原
見
岩
」
と
呼
ば
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
少
し
先
、
オ

ヤ
マ
沢
田
代
の
少
し
鳩
待
峠
側
で
す
。

笠
ヶ
岳
で
は
な
い
場
所
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
理
由
は
、
登
山
道
の
状
況
を
確
認
し
た

時
に
、「
こ
の
場
所
で
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
こ
よ
り
下
部
の
ガ
リ
ー

侵
食
を
緩
和
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
場
所
の
整
備
が
最
優
先
と
さ

れ
ま
し
た
。
登
山
道
全
体
を
見
て
、
ど
こ
で
何
が
起
点
で
荒
廃
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
ど

こ
で
何
を
改
善
し
た
ら
登
山
道
全
体
が
良
く
な
る
の
か
、
と
い
う
広
い
視
点
で
登
山
道
を
見

る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

現
地
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
は
周
辺
環
境
（
植
生
等
）
を
確
認
し
、
ど
う
い
う
環
境
な
の

か
、
利
用
で
き
る
資
材
（
倒
木
、
石
な
ど
）
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
確
認
し
ま
す
。
そ

の
後
、
周
辺
環
境
か
ら
「
ど
の
よ
う
な
状
態
に
自
然
生
態
系
を
回
復
さ
せ
る
か
」
と
い
う
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
登
山
道
の
形
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
利

用
す
る
登
山
者
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
登
山
者
に
と
っ
て
歩
き
易
い
登
山
道
の
イ
メ
ー
ジ

を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
60
代
の
登
山
者
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

具
体
的
な
利
用
者
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、「
段
差
は
ど
の
く
ら
い
が
望
ま
し
い
か
」「
路
面
は

ど
ん
な
感
じ
が
よ
い
か
」と
い
っ
た
具
体
的
な
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
望
ま
し
い
段
差
に
す
る
た
め
に
は
、「
ど
の
範
囲
を
整
備
す
る
か
（
起
点
と
終
点
）」

「
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
材
量
」
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
で
完
成
形
を
共
有
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
適
し
た
サ
イ

ズ
に
切
り
出
さ
れ
た
倒
木
を
運
搬
し
た
り
、
木
端
を
集
め
た
り
（
写
真
4
）、
石
・
岩
を
集

め
た
り
し
ま
し
た
。
切
り
出
さ
れ
た
倒
木
で
登
山
道
の
枠
組
を
作
り
、空
い
た
空
間
（
段
差
）

に
木
端
や
石
・
岩
を
詰
め
て
い
く
と
、
ど
ん
ど
ん
登
山
道
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
（
写
真

5
・
6
）。

写真1．歩き難い場所を避けることによる登山道の拡幅化

写真2．グレーチングを活用した歩道（2022整備区間）写真3．倒木を活用した施工方法（2022整備区間）
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今
回
の
作
業
人
数
は
、
22
名
程
度
で
、
尾

瀬
ガ
イ
ド
協
会
が
事
前
準
備
を
あ
る
程
度
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
の
作
業
は
3

時
間
程
度
で
し
た
。
完
成
し
た
登
山
道
を
実

際
に
歩
く
と
、
参
加
者
の
中
に
あ
っ
た
「
登

山
道
整
備
は
自
分
に
は
出
来
な
い
」
と
い
う

不
安
が
、「
こ
れ
な
ら
自
分
に
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
自
信
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
今
後
自
分

た
ち
が
整
備
し
た
こ
の
場
所
を
気
に
し
な
が

ら
歩
く
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
登
山
道

整
備
に
は
、
実
際
に
道
を
良
く
す
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
整
備
し
た
人
た
ち
に
登

山
道
や
そ
の
山
に
愛
着
を
持
た
せ
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
様
も
、
至
仏
山
登
山
の
際
に
は
、
近
自
然
工
法
で
整
備
さ
れ

た
こ
の
区
間
を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４

最
後
に

今
回
、
笠
ヶ
岳
登
山
道
整
備
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
登

山
道
整
備
に
あ
た
っ
て
の
大
切
な
考
え
方
、
登
山
道
の
見
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
道
整
備
に
は
幅
広
い
視
点
・
知
識
・
経
験
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
、
ま
だ
ま

だ
自
分
に
と
っ
て
登
山
道
整
備
は
遠
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

登
山
道
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
登
山
者
一
人
一
人
が
、「
知
ら
な
い
う
ち
に
登
山

道
に
負
荷
を
か
け
て
い
な
い
か
」「
ど
う
す
れ
ば
登
山
道
保
全
に
貢
献
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
様
も
、
私
た
ち
が
自
然
や
山
を
楽
し

む
上
で
欠
か
せ
な
い
「
登
山
道
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真6．作業後 写真5．作業前

写真4．大小様々な木端を敷き詰める
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⃝

5
月
19
日（
釜
ッ
堀
湿
原
の
様
子
!
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

ま
だ
静
か
な
尾
瀬

沼
周
辺
で
す
が
、

き
ょ
う
は
釜
ッ
堀
湿

原
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。
釜
ッ
堀
湿

原
で
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
純

白
が
水
辺
に
映
え
て
と
て
も
綺
麗
で
す
。

⃝
5
月
24
日（
研
究
見
本
園
の
様
子
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

研
究
見
本
園
で
は

た
く
さ
ん
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
咲
い
て
い

ま
す
。

⃝
6
月
2
日（
シ
カ
柵
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

昨
日
、
シ
カ
柵
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

か
ら
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
は
じ
め
と
す
る
尾
瀬

の
湿
原
植
生
を
保
護
す
る
た
め
、
大
江
湿
原
周

囲
に
シ
カ
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
大
江
湿
原

か
ら
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
歩
い
て
い

く
と
木
道
に
格
子
状

の
溝
蓋
（
グ
レ
ー
チ

ン
グ
）
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。シ
カ
柵
、

グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
効

果
に
よ
り
、
今
年
も

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が

た
く
さ
ん
咲
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

⃝
6
月
6
日（
尾
瀬
ヶ
原
の
様
子
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

下
ノ
大
堀
川

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

様
子
で
す
。
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
白
い
仏
炎

苞
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

⃝
6
月
6
日（
燧
ヶ
岳
の
春
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

燧
ケ
岳
を
尾
瀬
御

池
か
ら
登
り
、
長
英

新
道
で
下
山
し
た
状

況
を
お
伝
え
し
ま

す
。
尾
瀬
御
池
か
ら

登
る
と
熊
沢
田
代
を

過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら

残
雪
が
出
て
き
ま

す
。
力
量
に
あ
っ
た
装
備
を
整
え
て
、
ス
リ
ッ

プ
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
長
英
新
道
に
残

雪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柴
安
嵓
東
面
の
登
山
道
に

は
残
雪
が
張
り
付
い
て
い
ま
す
。
滑
り
止
め
の

装
備
等
、
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⃝
6
月
9
日（
今
日
の
大
江
湿
原
の
お
花
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

今
日
は
、
雨
上
が

り
の
大
江
湿
原
の
お

花
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ

う
ど
雨
が
上
が
っ
て

間
も
な
い
頃
の
サ
ン

カ
ヨ
ウ
を
撮
影
で
き

ま
し
た
。
雨
に
濡
れ
た
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る
、

半
透
明
の
花
弁
の
姿
で
す
。
こ
れ
か
ら
数
日
間

は
、
通
り
過
ぎ
る
ハ
イ
カ
ー
の
方
々
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

⃝
6
月
17
日（
ア
ナ
グ
マ
と
遭
遇
!
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

昨
日
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
（
通

常
ボ
ラ
ハ
ウ
ス
と
呼

ん
で
い
ま
す
）
の
設

置
に
立
ち
会
う
た
め

に
沼
山
峠
登
山
口
に

向
か
っ
て
い
る
途

中
、
大
江
湿
原
で
ア

ナ
グ
マ
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
し
き
り
と
地
面
を

つ
い
ば
ん
で
い
て
、
1
分
間
ぐ
ら
い
の
動
画
も

撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
尾
瀬
に
は
34

種
の
哺
乳
類
が
生
息
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
会
え
な
い
の
で
会
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。

⃝
6
月
20
日（
遅
霜
が
〜
!
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

気
温
1
.9

度
、

今
朝
の
尾
瀬
沼
は
朝

霧
が
た
ち
こ
め
、
毛

糸
の
帽
子
を
か
ぶ
ら

な
い
と
耳
が
痛
く
な

る
ほ
ど
の
寒
さ
で
し

た
。
大
江
湿
原
や
木

道
も
霜
で
す
っ
か
り

覆
わ
れ
ま
し
た
。
湿
原
が
朝
日
を
あ
び
て
真
っ

白
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
美
し
い
の
で

す
が
、
霜
が
植
物
に
及
ぼ
す
影
響
が
と
て
も
心

配
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。

⃝
7
月
1
日（
至
仏
山
開
山
の
お
知
ら
せ
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

至
仏
山
（
標
高
2

2
2
8
m
）
の
東
面

登
山
道
を
汗
か
き
な

が
ら
登
っ
た
ご
褒
美

に
、
振
り
向
く
と
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
景

色
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
東
面

ブ
ロ
グ
で
振
り
返
る

ブ
ロ
グ
で
振
り
返
る

ブ
ロ
グ
で
振
り
返
る 

令
和
5
年
度
シ
ー
ズ
ン

現
地
情
報

番
外
編
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登
山
道
は
植
生
保
護
と
蛇
紋
岩
が
滑
り
や
す
い

の
で
転
倒
防
止
の
た
め
、
登
り
専
用
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
東

面
登
山
道
を
登
ら
れ
た
方
は
小
至
仏
山
経
由
で

鳩
待
峠
へ
下
山
と
な
り
ま
す
。

⃝
7
月
2
日（
研
究
見
本
園
一
時
閉
鎖
に
つ
い
て
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
実

の
採
食
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

山
ノ
鼻
地
区
の
研
究
見
本
園
内
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
集
中
す
る
場
所
で
す
の
で
、
入
山
者
の
皆

さ
ん
の
安
全
を
第
一
と
し
て
研
究
見
本
園
を
一

時
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
ク
マ
鈴
の
携
帯

や
、
声
を
出
す
な
ど
安
全
対
策
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

⃝
7
月
3
日（
尾
瀬
ヶ
原
の
様
子
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

逆
さ
燧
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
東
電
下
の

大
堀
川
橋
付
近
で

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。

⃝
7
月
31
日（
特
定
外
来
生
物
と
の
戦
い
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

小
沢
平
登
山
口
、
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
根
を
深
く
張
り
、
根
を
残

す
と
翌
年
再
生
し
て
し
ま
う
の
で
、
根
こ
そ
ぎ

駆
除
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
根
気
の

い
る
作
業
で
す
。
最

後
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
集
ま
り
ま

し
た
。

⃝
8
月
6
日（
尾
瀬
沼
北
岸
の
景
色
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

今
日
は
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

尾
瀬
沼
北
岸
を
歩
い

て
沼
尻
ま
で
の
景
色

を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
江
湿
原

に
出
た
と
こ
ろ
で
、

カ
ル
ガ
モ
の
家
族
が

大
江
川
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
歩
い
て
1
時
間
弱
で
し
ょ
う
か
、
沼

尻
に
着
き
ま
す
。
沼
尻
に
は
、
無
人
で
す
が
休

憩
所
が
あ
り
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

休
憩
し
て
、
こ
こ
か
ら
の
景
色
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

⃝
8
月
26
日（
沼
尻
と
沼
尻
公
衆
ト
イ
レ
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

今
日
の
沼
尻
は
、
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
輝
い

て
い
ま
し
た
。
沼
尻
に
来
た
ら
、
是
非
こ
の
池

塘
の
ま
わ
り
も
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

沼
尻
公
衆
ト
イ
レ
は
、
今
月
5
日
か
ら
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
公
衆
ト
イ
レ
を
維

持
管
理
す
る
た
め
に

は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

⃝
9
月
8
日（
秋
の
装
い
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

風
雨
が
少
し
強
い

き
ょ
う
の
尾
瀬
沼
で

す
。
そ
の
た
め
か
訪

れ
る
人
も
少
な
く
静

か
で
、
大
江
湿
原
も

雨
に
濡
れ
て
し
っ
と

り
と
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
す
っ
か
り

秋
の
装
い
に
な
っ
た
大
江
湿
原
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
、
赤
茶
色
に
な
っ
て

湿
原
の
草
紅
葉
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
三
本

カ
ラ
マ
ツ
付
近
も
草
紅
葉
が
だ
い
ぶ
進
ん
で
き

ま
し
た
。
尾
瀬
沼
周
辺
は
日
一
日
と
秋
が
深

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

⃝
9
月
19
日（
尾
瀬
ヶ
原
の
実
り
の
秋
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

花
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
実
り
の

秋
を
迎
え
、
赤
・
緑
・

青
な
ど
色
と
り
ど
り

の
実
を
各
所
で
結
ん

で
い
ま
す
。

⃝�

10
月
19
日（
紅
葉
の
登
山
道
　
鳩
待
峠
〜
山

の
鼻
の
様
子
）

　
〜
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

鳩
待
峠
か
ら
登
山

道
を
下
る
と
、
木
々

の
葉
が
鮮
や
か
に
色

づ
い
て
い
ま
す
。
赤

や
黄
色
、
緑
の
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
登
山

道
を
彩
り
ま
す
。

⃝
10
月
22
日（
尾
瀬
沼
銀
世
界
）

　
〜
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
よ
り
〜

今
朝
の
大
江
湿
原

の
様
子
で
す
。
夜
中

に
降
り
続
い
た
雪

で
、
一
面
銀
世
界
と

な
り
ま
し
た
。
積
雪

量
は
数
cm
ほ
ど
で
し

た
が
、
昨
日
と
は

ま
っ
た
く
違
う
圧
巻

の
景
色
で
す
。
雪
の
中
に
、
う
っ
す
ら
黄
葉
し

た
三
本
カ
ラ
マ
ツ
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
誰
も
歩
い
て
い
な
い
雪
の
積
も
っ
た
木

道
を
歩
く
の
は
、
気
持
ち
い
い
反
面
、
転
倒
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
等
で
先
を
確
か
め
な
が
ら
、
確
実

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
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令和5年度尾瀬保護財団の主な活動

  ４月 14日
22･23日

至仏山残雪期調査実施
春の上州どっと楽市出展（ビエント高崎）

  ５月

  8日
13日
13日
14日
16日

17･18日
24日

尾瀬ガイド協会理事会に出席（web）
尾瀬沼ビジターセンター開所
尾瀬Instagram投稿キャンペーン募集開始（〜10月31日まで）
山の鼻ビジターセンター・研究見本園でツキノワグマ対策研修を開催
尾瀬山の鼻ビジターセンター開所
研究見本園植生保護柵設置ボランティア活動実施
外来植物（ハルザキヤマガラシ）駆除作業実施（津奈木-鳩待峠間）

  ６月

  1日
  8日
14日

14･15日
19日
23日

24･25日
29日

林野庁による大江湿原防鹿柵設置作業に参加
インスタグラム（英語版）開設
尾瀬保護財団第42回理事会（定時・群馬県庁/web）
福島県尾瀬地区植生復元調査実施
群馬県によるオヤマ沢田代植生保護柵設置作業に参加
至仏山東面登山道整備（柵立て）実施
尾瀬自然解説ガイド養成研修開催
尾瀬保護財団第20回評議員会（定時・ぐんま男女共同参画センター/web）

  ７月

  7日
  8日
10日
22日

22･23日
25日

28･29日

インスタグラム（通常版）フォロワー5千人達成
尾瀬ボランティア講座開催（座学・群馬県庁/web）
ツキノワグマ対策協議会によるテンマ沢湿原の刈り払い作業参加
尾瀬ボランティア講座（実地/山ノ鼻）
福島県尾瀬地区植生復元調査実施
2023（令和5）年度第1回尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会に出席（web）
外来植物（オオハンゴンソウ）駆除作業実施（小沢平）

  ８月 21･22日 福島県尾瀬保護調査会調査補助

  ９月

  7日
9～11日
12日
13日
14日
29日

山小屋との意見交換会（尾瀬沼地区）
インタープリテーション研修実施（山ノ鼻）
ツキノワグマ生息状況等に係るミズナラ豊凶調査実施
山小屋との意見交換会（見晴地区）
山小屋との意見交換会（山ノ鼻地区）
外来植物（オオハンゴンソウ）繁茂状況調査（小沢平）

10月

  1日
  3日
  8日

11･12日
13日
14日
20日
21日
31日
31日

山の鼻ビジターセンター開設30周年記念トークショー開催（山ノ鼻）
群馬県によるオヤマ沢田代植生保護柵撤去に参加
ありがとう尾瀬清掃活動実施
ツキノワグマ生息状況等に係るブナ豊凶調査実施
研究見本園植生保護柵格納ボランティア活動実施
ありがとう尾瀬清掃活動実施
至仏山東面登山道整備（柵倒し）実施
林野庁による大江湿原防鹿柵撤去ボランティア活動の支援実施
尾瀬山の鼻ビジターセンター閉所
尾瀬沼ビジターセンター閉所

11月 8～12日
21･22日

ぐんまフェア出展（イオンモール太田）※8〜10日にワークショップ開催
令和5年度第1回冬期調査実施

12月

  9日
12日
21日
22日

ぐんま環境フェスティバル出展（群馬県庁）
尾瀬ガイド協会理事会に出席（web）
尾瀬国立公園利用アクションプラン検討小委員会に出席（web）
令和5年度南会津尾瀬ホンジカ対策協議会情報交換会に出席

  1月 24日 2023（令和5）年度第2回尾瀬・日光国立公園ニホンジカ対策広域協議会に出席 （web）

  2月   3日
  3日

自然解説ガイド連絡会議開催（大宮市・ソニックシティ）
尾瀬ボランティア総会開催（大宮市・ソニックシティ）

  ３月

  4日
12日
13日
15日

尾瀬国立公園協議会に出席
尾瀬国立公園ツキノワグマ対策協議会開催
至仏山保全対策会議開催（web）
尾瀬保護財団第43回理事会（定時・群馬県庁/web）
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　尾瀬保護財団では、尾瀬の貴重な自然に触れ、自然や保護の取組への理解を深めていただくための尾瀬
自然解説ガイド事業を実施しています。その案内を担当する尾瀬自然解説ガイドからメッセージが届きまし
た。尾瀬にお越しの際は、ぜひ尾瀬自然解説ガイドをご活用ください！
　また、尾瀬ボランティア対象の養成研修も実施予定です。意欲のある方々の参加をお待ちしております！

・・・・・・・・・・・・・　尾瀬自然解説ガイドを活用されるみなさまへ　・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・　尾瀬自然解説ガイドを目指す尾瀬ボランティアへ　・・・・・・・・・・

尾瀬自然解説ガイドからのメッセージ

尾瀬戸倉に住み、年間60日ほど尾瀬のガイドをして5年になります。こんな有意義
な人生を送れるのも尾瀬ボランティア、尾瀬自然解説ガイドに参加して、尾瀬に係る
多くの友人を得られたお陰だと思っています。尾瀬自然解説ガイドは、尾瀬をもっと
知りたいという方に非常にお手軽な手段です。是非ご利用下さい。

尾瀬入山の目的は？雄大な景色・草花の美しさ・
美味な空気などのイメージだと思いますが、その背
景の、より興味を駆り立てる奥深い要因を探り、自
身の日常生活と自然との関連付
けにより生活の幅や視野を広げ
ましょう!

週ごとに変化を見せる豊かな自然に恵まれた尾瀬。
みなさまの五感をフル活用できるようなお手伝いを
したいと思っています。みなさまと自然のパワーを分
かち合えることを楽しみにしてい
ます。尾瀬を渡る風を全身で感じ
ましょう!

本州最大の湿原「尾瀬」。この地に思いを巡らす人々
は、期待を心に忍ばせてやって来ます。自然の佇まい
に感動し、歴史や成り立ちに驚嘆、そして多くの発見
を得てやがては次世代への思いも募らせて･･･。
ホスピタリティに富んで丁寧な、かつ
豊かな情報を備えた、そんな案内役
にあなたも身を投じてみませんか。

自然解説ガイドになって10年以上が経ちました。大
切にしていることは自分自身が尾瀬を楽しむこと。自
然解説ガイドを通じて、尾瀬のファンになってくれた
お客さまとの交流はいまも続いています。尾瀬ボラン
ティアの皆さん、自然解説ガイドをめ
ざして一緒に活動してみませんか。ぜ
ひお待ちしています!

山田慶子 さん

山田慶子 さん

栗原洋三 さん

栗原洋三 さん

狩野哲子 さん 小暮義隆 さん

尾瀬の知識は先人にはかないませんが、尾
瀬を愛する心は永遠です！
遠方在住で年間入山回数は多くありません
が、その中でも多くの方々との出会いを楽し
んでいます。尾瀬に心を寄せている皆さん!
ガイドとして尾瀬愛をシェアしませんか?

尾瀬の貴重な自然を安全に楽しく体
験して頂き、自然保護の必要性も説明
します。事前に入山回数や内容の希望
が分かるので、質の高いガイドが可能
です。少人数で、説明時間も多く、ボラ
ンティア活動や自然を守る取組など、
尾瀬への関心度を高めることができ
ます。質問も沢山あり、
和やかな雰囲気で、ガ
イド自身も楽しみなが
らご案内できます。

一般ボランティアから尾瀬自然解説ガイド
へ!時間・体力・費用を使って得た尾瀬の
諸々の知識・体験を入山者にお裾分けし、
尾瀬ファンを拡大しよう!充実感のある楽し
い活動です!

斉藤敦 さん

飯野茂男 さん

尾瀬ボランティア総会開催レポート

《尾瀬の魅力》
•花が好きなら、ミズバショウが終わった梅雨の時期がおすすめ。
•蛍、星空、白虹、夕暮れ、月夜に照らされた尾瀬ヶ原、朝霧など、
宿泊するからこそ見ることができる尾瀬。
•マイナールートの木道で寝転がって過ごす時間が好き。

《PR方法》
•まずは一度尾瀬に来てもらってリピーターを増やす。尾瀬ボ
ランティアが季節ごとの魅力をPR。
•初心者向け、リピーター向け、熟達者向けなど、レベル別の
ルートを紹介。
•学校教育にSDGｓの観点から尾瀬を取り込む。
•尾瀬ボランティアの立場で安全と自然保護の取組をPR。

《尾瀬の魅力》
•花が好きなら、ミズバショウが終わった梅雨の時期がおすすめ。
•蛍、星空、白虹、夕暮れ、月夜に照らされた尾瀬ヶ原、朝霧など、
宿泊するからこそ見ることができる尾瀬。
•マイナールートの木道で寝転がって過ごす時間が好き。

《PR方法》
•まずは一度尾瀬に来てもらってリピーターを増やす。尾瀬ボ
ランティアが季節ごとの魅力をPR。
•初心者向け、リピーター向け、熟達者向けなど、レベル別の
ルートを紹介。
•学校教育にSDGｓの観点から尾瀬を取り込む。
•尾瀬ボランティアの立場で安全と自然保護の取組をPR。

《困った経験》
•外国語で花の名前が分からず困った。
•尾瀬ボランティア活動でも言語の必要性を感じた。

《尾瀬ボランティアとしての対策》
•禁止事項のみを啓発しがちだが、心構えひとつで対応が変わ
る。ルール・マナーは理由が分かるように啓発する。
•英語だけでなく、多言語での啓発が必要。
•通訳アプリの活用。
•片言でも対応できるよう、自己研鑽は必要。

《困った経験》
•外国語で花の名前が分からず困った。
•尾瀬ボランティア活動でも言語の必要性を感じた。

《尾瀬ボランティアとしての対策》
•禁止事項のみを啓発しがちだが、心構えひとつで対応が変わ
る。ルール・マナーは理由が分かるように啓発する。
•英語だけでなく、多言語での啓発が必要。
•通訳アプリの活用。
•片言でも対応できるよう、自己研鑽は必要。

2月3日（土）に、第27回尾瀬ボランティア
総会を大宮のソニックシティビルで開催し
ました。全国各地から34名の尾瀬ボラン
ティアが参加し、令和5年度シーズンの尾
瀬の様子や、尾瀬での体験談などをシェア
し、交流を深めることができました。

総会の内容
•令和5年度　活動実績報告
•令和6年度　活動計画（案）
•ゼロカーボンパークの概要
•班別討議

班別討議では、「尾瀬の魅力とPR方法」と「外国人入山者の受入環境」の2つのテーマについて討議しま
した。その中で出た意見の一部を紹介します。

尾瀬ボランティア総会にご参加いただいたみなさま、活発に討議していただきありがとうございました。
来シーズンも、みなさまの積極的な活動を期待しております！

テーマ①　 尾瀬の魅力とPR方法

テーマ②　 尾瀬の魅力とPR方法

班別討議の様子

第27回尾瀬ボランティア総会参加者集合写真

班別討議の様子
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尾瀬ボランティア総会開催レポート

《尾瀬の魅力》
•花が好きなら、ミズバショウが終わった梅雨の時期がおすすめ。
•蛍、星空、白虹、夕暮れ、月夜に照らされた尾瀬ヶ原、朝霧など、
宿泊するからこそ見ることができる尾瀬。

•マイナールートの木道で寝転がって過ごす時間が好き。

《PR方法》
•まずは一度尾瀬に来てもらってリピーターを増やす。尾瀬ボ
ランティアが季節ごとの魅力をPR。

•初心者向け、リピーター向け、熟達者向けなど、レベル別の
ルートを紹介。

•学校教育にSDGｓの観点から尾瀬を取り込む。
•尾瀬ボランティアの立場で安全と自然保護の取組をPR。

《尾瀬の魅力》
•花が好きなら、ミズバショウが終わった梅雨の時期がおすすめ。
•蛍、星空、白虹、夕暮れ、月夜に照らされた尾瀬ヶ原、朝霧など、
宿泊するからこそ見ることができる尾瀬。

•マイナールートの木道で寝転がって過ごす時間が好き。

《PR方法》
•まずは一度尾瀬に来てもらってリピーターを増やす。尾瀬ボ
ランティアが季節ごとの魅力をPR。

•初心者向け、リピーター向け、熟達者向けなど、レベル別の
ルートを紹介。

•学校教育にSDGｓの観点から尾瀬を取り込む。
•尾瀬ボランティアの立場で安全と自然保護の取組をPR。

《困った経験》
•外国語で花の名前が分からず困った。
•尾瀬ボランティア活動でも言語の必要性を感じた。

《尾瀬ボランティアとしての対策》
•禁止事項のみを啓発しがちだが、心構えひとつで対応が変わ
る。ルール・マナーは理由が分かるように啓発する。

•英語だけでなく、多言語での啓発が必要。
•通訳アプリの活用。
•片言でも対応できるよう、自己研鑽は必要。

《困った経験》
•外国語で花の名前が分からず困った。
•尾瀬ボランティア活動でも言語の必要性を感じた。

《尾瀬ボランティアとしての対策》
•禁止事項のみを啓発しがちだが、心構えひとつで対応が変わ
る。ルール・マナーは理由が分かるように啓発する。

•英語だけでなく、多言語での啓発が必要。
•通訳アプリの活用。
•片言でも対応できるよう、自己研鑽は必要。

2月3日（土）に、第27回尾瀬ボランティア
総会を大宮のソニックシティビルで開催し
ました。全国各地から34名の尾瀬ボラン
ティアが参加し、令和5年度シーズンの尾
瀬の様子や、尾瀬での体験談などをシェア
し、交流を深めることができました。

総会の内容
•令和5年度　活動実績報告
•令和6年度　活動計画（案）
•ゼロカーボンパークの概要
•班別討議

班別討議では、「尾瀬の魅力とPR方法」と「外国人入山者の受入環境」の2つのテーマについて討議しま
した。その中で出た意見の一部を紹介します。

尾瀬ボランティア総会にご参加いただいたみなさま、活発に討議していただきありがとうございました。
来シーズンも、みなさまの積極的な活動を期待しております！

テーマ①　 尾瀬の魅力とPR方法

テーマ②　 尾瀬の魅力とPR方法

班別討議の様子

第27回尾瀬ボランティア総会参加者集合写真

班別討議の様子
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尾瀬保護財団からのお知らせ

■所得税、法人税、個人県民税、個人市町村民税について
尾瀬保護財団へ寄付をすると優遇措置が受けられます。詳しくは、当財団ホームページをご確認ください。

※所得税・法人税の詳細については最寄りの税務署に、県民税・市町村民税については、お住まいの都道府県・市町村にお問い合わせください。

■特別協賛寄付・協賛寄付について
企業・団体の皆様とより良いパートナーシップを築けるよう、特別協賛寄付、協賛寄付の制度を設けています。
■寄付の方法

当財団へご寄付いただく場合は、財団事務局へご来訪いただくか、ご連絡の上、以下の口座にお振込をお願いします。
福島県 群馬県 新潟県

東邦銀行県庁支店 普通 1078095 群馬銀行県庁支店 普通 0515428 第四北越銀行県庁支店 普通 1182791
※振込手数料は寄付者のご負担となります。何卒ご了承ください。　※以下の口座を廃止いたしました。お振込の際には十分ご注意ください。
　大東銀行福島支店口座 ／ 福島銀行本店営業部口座 ／ 東和銀行本店営業部口座 ／ 第四北越銀行 ( 旧北越銀行 ) 新潟県庁支店口座 ／ 大光銀行新潟支店口座
■注意事項　　ご寄付の受領後、領収書等を作成・送付させていただきます。
　　　　　　　ご住所及びご芳名が不明な場合、必要書類をお届けすることができません。必ず財団事務局へご一報ください。
■お問い合わせ先　公益財団法人尾瀬保護財団事務局（寄付担当）　TEL：027-220-4431　Mail：info@oze-fnd.or.jp

寄付のお願い
美しい尾瀬を未来に引き継ぐために皆さまからのご支援をお願いします

特別協賛寄付者のご紹介
※2月29日現在、五十音順、敬称略

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
通算寄付額　5,396,790円

糸井商事株式会社　通算寄付額　9,600,000円 株式会社エコ計画　通算寄付額　8,000,000円

関東いすゞ自動車株式会社　通算寄付額　900,000円
群馬トヨペット株式会社　

通算寄付額　2,107,140円

株式会社ジーシーシー　通算寄付額　900,000円 第一生命保険株式会社 群馬支社
通算寄付額　2,732,900円

尾瀬保護財団は、尾瀬国立公園をフィールドに
「尾瀬での体験と感動を、自然を守る力に変える」をミッションに
掲げて関係者と連携しながら、さまざまな活動を展開しています。

当財団の活動は、皆さまからのご寄付によって支えられています。

当財団の「協賛寄付者」である「佐田建設株式会社」様からご寄付を賜りましたことを受け、2024〔令
和6〕年2月8日（木）、群馬県庁16階環境森林部会議室にて寄付受納式を実施し「感謝状」を贈呈させ
ていただきました。式典には、佐田建設株式会社から 土屋三幸 代表取締役社長様にご出席を賜り、
当財団の 須田恵理子 常務理事が対応させていただきました。

冒頭のご挨拶のなかで、土屋社長様からは「東証スタンダード市場に上場する企業として、社会的
責任をしっかりと果たしたい」「自然保護という観点で（自治体とともに）サスティナブルな応援を民
間（企業）が担いたい」という主旨のお言葉を賜り、大変嬉しく、心強く、また、頭の下がる思いです。

登山がご趣味という土屋社長様からは、ご自身の初の山行（中学3年生）が尾瀬であったこと、そ
れから半世紀を経て、令和4年10月に燧ヶ岳に登られた際に感じた想いについてもお伺いし、当財団
常務理事との会話も弾んで、とても有意義な意見交換の場となりました。

改めまして、このたびのあたたかいご支援に感謝申し上げますとともに、今度とも末永いお付き
合いをさせていただければ幸甚です。

佐田建設株式会社様からご寄付をいただきました。

佐田建設株式会社様のご紹介 ⃝所在地（本社）:〒371-0846　群馬県前橋市元総社町1-1-7
⃝代表者:代表取締役社長　土屋　三幸　（敬称略）
⃝URL:https://www.sata.co.jp/

佐田建設株式会社様は、1920〔大正9〕年創業。群馬県前橋市に本社を置くゼネコン（総合建設業）で、建築及び土木事業を展開しています。県
内唯一の上場総合建設会社であり、官公庁・民間を問わず、幅広く工事を受注して全国各地の建築物を建設するとともに、「高速道路」「橋梁」「ト
ンネル」「ダム」「災害復旧工事」などを手掛け、人々の記憶に残るシンボルを施工しています。同社は今年で創業104年目を迎え、新たな100年後
の未来に向けて『「満足」を越えて「感動」をお届けする企業』=『今まで以上に地域社会の発展に貢献できる企業』を目指しています。

記念撮影
（向かって左側が 佐田建設 土屋 社長
様、右側が 当財団 須田 常務理事）
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その他の寄付者のご紹介 ※令和5年11月1日～令和6年2月15日までの寄付者、五十音順、敬称略

伊藤秀男、上原純一、関越交通株式会社、佐藤和孝、柴田慶子、SOMPOちきゅう倶楽部（SOMPOグループ会社役職
員有志）、中村浩孝、株式会社ナカヨ、横尾有希子、横山千穂

協賛寄付者のご紹介 　※2月29日現在、五十音順、敬称略

クラブツーリズム株式会社
通算寄付額　1,750,000円

一般財団法人群馬県警察厚生会
通算寄付額　1,300,000円

群馬県ビルメンテナンス協同組合
通算寄付額　2,300,000円 群馬日産自動車株式会社　通算寄付額　1,200,000円

KDDI株式会社
通算寄付額　656,700円 佐田建設株式会社　通算寄付額　600,000円

スマーク伊勢崎
通算寄付額　1,750,000円

利根郡信用金庫　通算寄付額　4,045,390円

株式会社とりせん
通算寄付額　2,978,562円

株式会社ニチネン　通算寄付額　1,700,000円

株式会社原田　通算寄付額　300,000円

ひかり接骨院
通算寄付額　793,000円

アセットマネジメントOne
株式会社

通算寄付額　42,840,390円

尾 瀬 紀 行
尾瀬紀行（信託ファンド）で収受した信託報酬の一部をご寄付いただい
ております。平成19年より今回が17回目のご寄付となります。

通算寄付総額　85,680,779円

株式会社群馬銀行
通算寄付額 38,987,075円※

（※）�尾瀬紀行(ぐんぎん証券様分)、横断幕寄付、ぐんぎんSDGｓ私募債、�
株主優待制度「寄付コース」、その他財団設立当初の一般寄付を含む。

株式会社第四北越銀行
通算寄付額　7,249,361円

第四北越証券株式会社　通算寄付額　1,978,893円
株式会社東邦銀行　通算寄付額　15,596,960円※

※尾瀬紀行（とうほう証券様分）を含む。

皆さまからのご寄付の使途について（尾瀬保護財団の主な活動）
皆さまからのご寄付は、旅行会社や登山者への普及啓発活動、ビジターセンターでの自然解説活動、公衆トイレや木道の維持
管理、至仏山の環境保全対策、ニホンジカ対策、ツキノワグマとの共生、外来植物対策など、幅広い事業に役立てられます。

入山口啓発活動 至仏山登山道柵立て作業 シカ柵（ニホンジカ
侵入防止柵）設置作業

自然解説活動
（自然観察会）

木道の桟木打ち作業 特定外来植物（オオハン
ゴンソウ）駆除作業
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本誌は、再生紙と環境にやさしい再生植物油インキを使用しています。

　　　　　　　先日、移動尾瀬自然教室に同行しました。小学四年生の子どもたち。私が尾瀬を知ったのも、その頃でした。
今私がこの仕事に就いているのも、初めて家族で訪れた尾瀬が記憶に残っていて、いつか働きたいと思ったからでした。この子
たちの目には、今の尾瀬はどう映るのだろう。あの私の記憶に残った尾瀬と同じ尾瀬なのか。私が尾瀬と出会ってから30年、
尾瀬を取り巻く状況は大きく変わりました。30年後の子どもたちにも、私の好きな尾瀬を残せるかどうかは、“今”の積み重ね
なのだと改めて感じています。（佐々木）

（旧Twitter）
尾瀬情報配信中
尾瀬の情報を随時発信します

● 緊急情報  ● お知らせ 
● ライブ映像  など @oze_info

｜編集後記｜

友の会コーナー 「友の会」は豊かな尾瀬の自然を守る財団の活動を
支援してくださる方々の集まりです。

※加入・更新時期は年４回（５月・８月・11月・２月）です。
※8月1日からの加入・更新をご希望の方は6月28日までに会費の納入をお願いします。

個人会員

家族会員
（個人会員と同居の家族）

ユース会員
（加入又は更新時に満22歳以下）

賛助会員
（企業・団体等）

特別会員
（企業等）

1口 2,000円

1口 1,500円

1口 1,500円

1口 10,000円

3年に渡る30万円以上の
寄付または1回100万円
以上の寄付

《年会費》

個

　人

OZE Mobile 
スマートフォンサイト

友の会に加入された方には、以下の特典を提供させていた
だいております。

●友の会会員バッジ進呈（初回加入時のみ）、各種資料送付

●財団機関誌：郵送にてお配りします

●宿泊割引：尾瀬戸倉、檜枝岐村周辺宿泊割引
（休日、祝祭日前等の除外日があります。）

●尾瀬周辺施設利用料割引：入浴料割引
　対象施設等の詳細は財団ホームページでご確認ください。

https://oze-fnd.or.jp/ozg/fc/

《特典について》

表紙の風景

尾瀬に関するさまざまな
記事を投稿します

2024年もInstagram投稿キャンペーンを実施します！
尾瀬Instagram投稿キャンペーン（#尾瀬フォト2023）に投稿いただいたみなさま、ありがとうございまし
た！ 2024シーズンもキャンペーンを実施予定です。あなただけの特別な尾瀬の写真を投稿してください！
素敵な一枚をお待ちしております！
STEP 1≫ 尾瀬保護財団公式Instagramアカウント（@discoveroze）をフォロー
STEP 2≫ 尾瀬国立公園内で写真を撮影
STEP 3≫ 指定＃（ハッシュタグ）をつけて投稿

詳細は当財団HP、
公式SNS上でお知らせ

しますので、
お楽しみに！

【春編最優秀作品】
投稿者：oyabacamera
タイトル：おぜ、すごーい！
コメント：「ミズバショウが見ごろの尾瀬」「子ど
もを背負っての親子尾瀬ハイキング」という２つ
の念願が叶った日の記念の１枚です。ベンチに親
子３人で座り、一面のミズバショウと残雪の至仏
山を眺めながら過ごした離乳食タイムは忘れられ
ません。息子も１歳なりに尾瀬を楽しんでいたよ
うです。

【夏編最優秀作品】
投稿者：j.revo1013
タイトル：木道を 明るく魅せる 夏の花
コメント：私の中で、『夏の尾瀬といえば』
のイメージを写真にしてみました。
水芭蕉も素敵ですが、ニッコウキスゲ
の方が少し目立ちたがり屋

【秋編最優秀作品】
投稿者：makimaki.93
タイトル：初秋の尾瀬ヶ原
コメント：朝がすみと黄金色に輝く尾
瀬ヶ原がとても美しくて何度も足を止
めてしまいました。
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